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広
告
の
お
申
し
込
み
は

秘
書
・
広
報
課
ま
で

◀
◀
◀

広
告

件数内訳 平成24年5月末 前年比
総件数 230件 ＋16件
　人身事故
（うち高齢者）

30件
（11）

＋ 4件
（+2）

　　死　者
（うち高齢者）

0人
（0）

－ 2人
（－2）

　　傷　者 38人 ＋ 7人
　物損事故 200件 ＋12件編

集
後
記 6月の納税

交通事故発生状況
※高齢者＝65歳以上

４月末現在 自 然 動 態 社 会 動 態 ５月末現在 月間増減出生 死亡 計 転入 転出 計
男 12,303人 15 17 －2 14 26 －12 12,289人 －14人
女 13,504人 10 13 －3 15 22 －7 13,494人 －10人
合　計 25,807人 25 30 －5 29 48 －19 25,783人 －24人
世帯数 8,216世帯 8,205世帯 －11世帯

人口の動き

88 0490

　

5
月
25
・
26
・
27
日
の

3
日
間
開
催
さ
れ
た
、
環

境
自
治
体
会
議
か
つ
や
ま

会
議
で
は
、
市
内
外
か
ら

延
べ
3
千
人
が
参
加
さ

れ
、
大
成
功
に
終
わ
り
ま

し
た
。
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
の
多
大
な
ご

協
力
に
よ
り
、
大
会
運
営

も
大
変
ス
ム
ー
ズ
に
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

大
会
3
日
目
の
全
体
会

の
中
で
、
鹿
谷
小
学
校
児

童
が
大
人
に
向
け
て
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
し
ま
し
た
。

と
て
も
感
動
的
な
内
容

に
、
会
場
の
参
加
者
の
中

に
は
涙
ぐ
む
方
も
い
ま
し

た
。
こ
の
大
会
を
一
過
性

の
イ
ベ
ン
ト
で
終
わ
ら
せ

ず
、
し
っ
か
り
と
し
た
運

動
と
し
て
未
来
へ
続
け
て

い
く
こ
と
の
重
要
性
を
痛

感
し
ま
し
た
。

すてきに人生すてきに人生

　ユーモラスな人形、ずっしりと重量感のあるバ
イク、ユニークな仏像、そして恐竜。すべてネジ
とワッシャなどをハンダで接着し、作られていま
す。製作している松村さんは、奥さんの実家のあ
る北海道の室蘭市で、まちおこしで使われている
ネジ人形を見て「これなら作れる」と思い、製作
を始めました。
　昨年12月に仕事を退職されてから本格的にとり
かかり、試行錯誤のすえに最近ではかなり大きな
恐竜の骨格や精巧なバイクを完成させました。
　松村さんは「これからは動物に挑戦したい」と
熱く語られ、まだまだネジアートは進化していき
そうです。これからはいろんな場所で作品の展示
をして、多くの人にネジアートを見ていただきた
いとのことです。

松
村
さ
ん
の
作
品
の
一
部

松村　富夫 さん（60）
　　　　　＝遅羽町比島＝

進化する「ネジアート」

市・県民税▶第１期
納  期  限▶７月２日（月）
口 座 振 替▶６月26日（火）
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第20回環境自治体会議第20回環境自治体会議
「「かつやま会議かつやま会議」開催される！」開催される！

５月25日から27日までの３日間「かつやま会議」が開催され、加盟自治体や研究者、市民など
３日間で延べ３千人が参加し、最新の環境に関する知見を見聞きし、意見交換などを行いました。

　

独
自
の
施
策
を
紹
介

　

勝
山
高
校
日
本
文
化
部
の
勇
壮

な
和
太
鼓
演
奏
で
幕
を
開
け
た
大

会
で
は
、
開
会
式
の
後
に
福
井
県

立
恐
竜
博
物
館
特
別
館
長
東あ

ず
ま

洋
一

氏
の
基
調
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
山
岸
市
長
と
県
外

５
自
治
体
の
首
長
が
各
地
域
独
自

の
環
境
施
策
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

11
の
分
科
会
を
開
催

　

大
会
２
日
目
の
26
日
は
、
テ
ー

マ
ご
と
に
11
の
分
科
会
に
分
か
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
専
門
家
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、
事
例

発
表
や
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
市
内
18
ヶ
所
で
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
（
実
地
見
学
）
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
企
業
も
参
加

　

分
科
会
に
は
、
市
内
企
業
も
話

題
提
供
者
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

㈱
フ
ク
タ
カ
は
、
分
科
会
会
場
や

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
会
場
の
提
供

な
ど
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
お
も
て
な
し

　

26
日
の
午
後
６
時
か
ら
、
Ｊ
Ａ

テ
ラ
ル
越
前
勝
山
中
支
店
ホ
ー
ル

に
て
交
流
会
が
開
催
さ
れ
、
大
勢

の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
が
準
備
し
た
勝
山
の
郷
土
料

理
や
名
産
品
な
ど
が
ふ
る
ま
わ
れ
、

大
好
評
を
得
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て

「
ゴ
ス
ペ
ル 

ウ
イ
ン
デ
ィ 

フ
レ
ン

ズ
」
と
「
勝
山
左
義
長
ば
や
し
保

存
会
」
が
出
演
し
、
会
場
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

　

災
害
支
援
協
定
を
締
結

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
終

了
後
、
参
加
自
治
体
に
よ
る
総
会

が
開
催
さ
れ
、
環
境
自
治
体
会
議

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
た
災

害
支
援
協
定
締
結
が
採
択
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
10
年
後
の
達
成
を
目
指

す
、
10
項
目
の
環
境
目
標
（
数
値

目
標
）
も
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

パネルディスカッションの様子パネルディスカッションの様子

①石井実行委員長による開会宣言　②山岸市長歓迎の
あいさつ　③東洋一氏の基調講演　④総会の様子
⑤市民ボランティアによる荷物預り所
⑥勝山高校日本文化部の和太鼓演奏
⑦市民ボランティア等による参加者受付の様子

勝
山
か
ら
発
信
！　

持
続
発
展
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

①①②②③③

④④⑤⑤⑥⑥

⑦⑦

特集　環境自治体会議

分科会 テ　　ー　　マ 会　場
第1 美しい景観保全のために 勝山商工会館
第2 地方の生活を守る公共交通・観光事業との連携 教育会館
第3 豪雪地帯ならではの環境対策と生活 市民会館
第4 日常生活の見直しから見えてくるゴミの減量化 市民会館
第5 コシヒカリ発祥の地福井から 平泉寺公民館
第6 生物多様性保全と共生 谷教会
第7 持続発展可能な社会を創るための環境教育 野向小学校
第8 環境問題と企業の地域貢献 ㈱フクタカ三室工場
第9 地域活性化　エコミュージアムの取り組みから すこやか
第10 エネルギー政策について 教育会館
第11 環境マネジメント 教育会館

各
分
科
会
内
容

①㈱フクタカ三室工場
②教育会館　③野向小
学校　④市民会館
⑤谷教会（北谷町）
⑥平泉寺公民館

①ミチノクフクジュソウ群
生地　②㈱フクタカ三室
工場　③平泉寺第２発電
所　④小原区古民家再
生　⑤ヤギの放牧（平泉
寺）　⑥えちぜん鉄道

分科会の様子

フィールドワーク

③③

⑥⑥

⑤⑤

⑥⑥

②②

⑤⑤

③③

④④

①①

④④

②②

①①

環
境
の
最
前
線

を
知
る
！持

続
可
能
な

社
会
へ
！

郷土料理でおもてなし 左義長ばやしで盛り上がる会場

この事業は全国モーターボート競走施行者協議会
からの拠出金を受けて実施するものです。
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勝
山
市
で
開
催
さ
れ
た
第

20
回
環
境
自
治
体
会
議
は
、

多
く
の
参
加
者
か
ら
「
参
加

し
て
よ
か
っ
た
」「
感
動
し
た
」

と
い
う
感
想
を
い
た
だ
い
て
、

３
日
間
の
日
程
を
終
了
し
ま

し
た
。

　

分
科
会
で
は
、
勝
山
市
か

ら
各
事
業
者
、
各
団
体
、
各

地
区
か
ら
長
年
継
続
し
て
き

た
実
践
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
小
中
学
生
が
地

域
の
動
植
物
の
生
態
調
査
や

河
川
清
掃
に
つ
い
て
わ
か
っ

た
こ
と
を
大
人
に
向
け
て
発

信
し
、
地
域
全
体
へ
の
啓
発

に
な
っ
た
事
例
は
、
参
加
者

の
心
に
響
く
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
ら
は
勝
山
市
環

境
保
全
推
進
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
や
学
校
現
場
の
先
生
方
、

地
域
の
人
た
ち
の
ご
指
導
の

賜
物
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
勝
山
高
校
日
本
文

化
部
の
和
太
鼓
演
奏
、
劇
団

ド
ラ
ゴ
ン
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
と
も
に
大

変
感
激
い
た
し
ま
し
た
。

　

か
つ
や
ま
会
議
が
終
了
し

た
こ
の
時
点
で
、
環
境
へ
の

取
組
を
一
過
性
の
イ
ベ
ン
ト

で
終
わ
ら
せ
る
こ
と
な
く
、

こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
継
続
し
、

こ
れ
か
ら
も
実
績
を
積
み
上

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

今
回
の
環
境
自
治
体
会
議

か
つ
や
ま
会
議
に
関
わ
っ
て

い
た
だ
い
た
全
て
の
皆
さ
ま

に
深
く
感
謝
し
て
、
心
か
ら

の
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。来年度開催地、鹿児島県日置市へ引き継ぎ

第
20
回
環
境
自
治
体
会
議

　
　
　

か
つ
や
ま
会
議
を
終
え
て

かつやま会議
実行委員長

石井　紀夫さん

環
境
自
治
体
会
議
を
終
え
て

　

勝
山
に
と
っ
て
今
年
最
大
の
イ

ベ
ン
ト
と
も
言
え
る
、
環
境
自
治

体
会
議
か
つ
や
ま
会
議
が
終
了
し

ま
し
た
。
参
加
し
た
環
境
自
治
体

の
方
や
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
感
想

を
聞
く
か
ぎ
り
、
大
成
功
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
従
来
の
会
議
の
枠
に

と
ら
わ
れ
ず
、
様
々
な
「
初
」
が

あ
っ
た
こ
と
も
功
を
奏
し
た
と
思

い
ま
す
。
な
か
で
も
、
次
の
２
つ

の
「
初
」
は
印
象
的
で
し
た
。
１

つ
は
、
土
日
開
催
で
多
く
の
勝
山

市
民
が
参
加
し
、
最
新
の
知
見
を

共
有
で
き
た
こ
と
で
す
。
も
う
１

つ
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
へ
の
科

学
的
、
論
理
的
、
印
象
的
な
発
信

が
行
わ
れ
、
聞
い
て
い
た
大
人
全

員
に
強
烈
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え

た
こ
と
で
す
。

　

他
の
参
加
自
治
体
か
ら
は
、「
こ

れ
ま
で
で
最
高
だ
っ
た
」「
今
回

の
会
議
が
今
後
を
変
え
る
」
と
い

う
嬉
し
い
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

こ
れ
か
ら
が
ス
タ
ー
ト

　

た
だ
、
私
と
し
て
は
こ
れ
が
ス

タ
ー
ト
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
。
今

後
、
市
民
全
員
が
本
当
に
勝
山
を

誇
り
に
思
い
、
子
ど
も
た
ち
と
と

も
に
、
さ
ら
に
勝
山
を
良
い
ま
ち

に
す
る
動
き
が
表
面
化
し
て
き
た

時
こ
そ
が
、
本
当
の
成
果
だ
と
思

い
ま
す
。

　

参
加
者
は
、
今
回
の
会
議
で
勝

山
の
環
境
や
教
育
に
さ
ら
に
強
い

関
心
を
抱
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

ま
ず
は
、
そ
の
方
々
が
、
環
境
自

治
体
会
議
に
参
加
せ
ず
、
関
心
も

も
た
な
か
っ
た
方
々
に
、
参
加
し

て
得
た
も
の
を
伝
え
て
み
て
く
だ

さ
い
。
無
関
心
層
を
ど
れ
だ
け
少

な
く
で
き
る
か
が
、
勝
山
の
今
後

を
決
め
ま
す
。

「
勝
山
エ
コ
ラ
イ
フ
」コ
ラ
ム

「
勝
山
エ
コ
ラ
イ
フ
」コ
ラ
ム

特
別
編

　環境自治体会議には、これまでに５回参
加しています。日野市も川と丘陵のまちで、
勝山市にも親しみを感じました。
　かつやま会議は、地元の皆さんの参加が
とても多いですね。環境運動は市民を巻き
込んだ運動にしていかなくてはなりませ
ん。これからもがんばってほしいです。

中尾ひろえさん（77）
市民団体代表＝東京都日野市＝

　来年会議を開催する日置市の実行委員を
しています。
　かつやま会議に来て、スタッフの方々が
とても丁寧に、段取りよく対応されていた
ことに感銘を受けました。分科会、交流会
についても、とてもうまく運営されていま
した。

池田　俊市さん（55）
団体職員＝鹿児島県日置市＝

参
加
者
の
声
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子
ど
も
た
ち
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ　

豊
か
な
自
然
環
境
を
未
来
に
！
　

子
ど
も
た
ち
か
ら
の

 

感
動
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

大
会
最
終
日
の
27
日
は
、
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

劇
団
ド
ラ
ゴ
ン
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
公

演
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
全
体
会
と
し
て
、
前
日

行
わ
れ
た
11
の
分
科
会
そ
れ
ぞ
れ

か
ら
、
内
容
の
概
要
な
ど
に
つ
い

て
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
鹿
谷
小
学
校
の
６
年

生
14
人
が
子
ど
も
た
ち
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
、
自
分
た
ち

が
取
り
組
ん
で
き
た
赤
と
ん
ぼ
の

生
態
調
査
や
外
来
種
駆
除
の
取
り

組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

勝
山
の
赤
と
ん
ぼ
が
、
特
定
の

農
薬
を
使
わ
な
い
田
ん
ぼ
か
ら
発

生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
ぼ
く
た

ち
は
、
生
き
物
が
い
っ
ぱ
い
い
る
田

ん
ぼ
か
ら
と
れ
る
お
米
を
食
べ
た

い
。」
と
ア
ピ
ー
ル
。

　

そ
し
て
、
大
人
た
ち
が
い
ま
だ

に
川
に
ゴ
ミ
を
捨
て
て
い
る
現
状

な
ど
か
ら
「
自
分
た
ち
の
将
来
の

た
め
に
、
き
れ
い
な
自
然
を
残
し

て
ほ
し
い
。
私
た
ち
は
勝
山
を
自

慢
で
き
る
大
人
に
な
り
た
い
。」
と

呼
び
か
け
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍

手
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

か
つ
や
ま
宣
言
を
採
択

　

日
本
環
境
教
育
学
会
の
阿
部
治

会
長
（
立
教
大
学
教
授
）
に
よ
る

記
念
公
演
が
行
わ
れ
、
持
続
可
能

な
社
会
へ
の
転
換
の
重
要
性
が
説

明
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、今
大
会
に
お
け
る
「
か

つ
や
ま
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
ま
し

た
。
骨
子
は
次
の
通
り
で
す
。

・ 

地
域
の
自
然
環
境
保
全
と
、
自

然
と
共
に
生
き
る
意
識
の
醸
成

・ 

資
源
、
人
、
く
ら
し
の
３
つ
を

結
び
つ
け
た
持
続
可
能
な
地
域

づ
く
り

・ 

環
境
へ
の
配
慮
が
で
き
る
人
づ

く
り
を
目
指
す
、
持
続
可
能
な

発
展
の
た
め
の
教
育
の
推
進

・ 

環
境
自
治
体
会
議
が
培
っ
て
き

た
地
域
間
連
携
を
強
化
し
、
目

標
設
定
と
、
そ
の
達
成
実
績
を

積
み
上
げ
る

 

分
野
別
数
値
目
標
を
設
定

　

全
体
会
で
は
、
会
員
自
治
体
が

災
害
支
援
協
定
を
締
結
す
る
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
項
目
の
分
野
別
数
値

目
標
値
を
設
定
し
、
10
年
後
に

80
％
の
実
施
率
を
目
指
す
こ
と
も

確
認
し
、
３
日
間
の
会
議
は
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。

各分科会からの報告の様子

劇団ドラゴン・ファミリーの熱演

阿部治氏の記念講演

鹿谷小学校児童によるメッセージ発表の様子鹿谷小学校児童によるメッセージ発表の様子

hisho
環境10%
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わくわく合宿通学の様子（村岡町）

かつやまのかつやまの“逸品”“逸品”をを
開発しました！開発しました！

～かつやま逸品開発・販路開拓事業の成果報告～

　平成23年度に開発・販路開拓されたかつやまの新たな逸品
をご紹介します。

かつやま逸品開発・販路開拓事業とは

勝山の農林水産物を活用した商品の開発や販路開拓を
市が支援する事業
　補助率▶80％以内（上限50万円）

　　　※詳しくは農業政策課までお問い合わせください

問　農業政策課（市役所1階）　☎88－8106

開発者
※敬称略 商品名 取扱店

魚玉木
☎88－0235

①味わい勝山
　花ふ和里（弁当） ・魚玉木（出前可）

②恐竜バーガー ・チャマゴン茶屋
  （3月末～ 11月）

加藤　恵美子
※ お問い合わせ
は農業政策課
まで

③トマトゼリー
・平泉寺大門市
・各種イベント④トマトシフォンケーキ

⑤トマトピューレ

ラブリー牧場
☎87－0047 ⑥恐竜モナカアイス ・ミルク茶屋

・平泉寺「白山亭」

西ヶ原
にんにくの郷
☎88－3563

⑦にんにくのみじん切り ※注文販売のみ

⑧てガリッこ
・ゆめおーれ勝山
・ふれあいショップ
  「おいでや」

⑨里芋田楽 ・各種イベント

① 勝山の四季折々の特産が詰まった弁当。季節に
応じてメニューが変わる。

② バンズ（パン）にデザインする恐竜の足跡と、
地元の野菜と米粉を使ったハンバーグが特徴。

③ ～⑤平泉寺町のブランドである「華ロケット」
を使用した商品。

⑥ 恐竜のフクイティタンをモチーフにデザイン
したモナカアイス。

⑦西ヶ原特製にんにくの冷凍パック。

⑧ 料理のスパイスとして使用できる特製にんに
くパウダー。

⑨ 西ヶ原特製にんにく味噌を塗り、こんがりと焼
き上げた里芋。

商品の説明商品の説明

②②

左④　右③左④　右③

⑥⑥

⑧⑧
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子
ど
も
は
わ
が
ま
ち
の
宝

　

み
ん
な
で
青
少
年
育
成
に
取
り
組
も
う

次
世
代
育
成
委
員
会
の
こ
れ
か
ら

次
世
代
育
成
委
員
会
の
こ
れ
か
ら

　

市
で
は
こ
れ
ま
で
、
次
世
代
の

健
全
な
育
成
の
た
め
の
計
画
「
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
21
」に
基
づ
き
、

各
地
区
の
次
世
代
育
成
委
員
会
に

よ
り
様
々
な
活
動
が
行
わ
れ
て
き

ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
を
、
時
代
や
子
ど
も

自
身
の
変
化
に
的
確
に
対
応
す
る

も
の
へ
と
発
展
さ
せ
、
市
民
総
ぐ

る
み
の
活
動
と
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
市
で
は
現
在
「
勝
山
市
青
少

年
健
全
育
成
計
画
〜
か
つ
や
ま
っ

子
応
援
プ
ラ
ン
〜
」（
仮
称
）
を

策
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
て
さ
ら
に
内
容
を
吟
味
し
、

来
年
度
か
ら
具
体
的
な
事
業
を
実

施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

問　

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課

（
教
育
会
館
1
階
）

☎
88
‐
8
1
1
4

これまでは各地区で活動

アクションプラン21
時代や子どもたちの変化

これからは市民全体での活動に

勝山市青少年健全育成計画

わくわく合宿通学の様子（村岡町）わくわく合宿通学の様子（村岡町）

平成24年度
各地区次世代育成委員会の取り組み
地区名 取　組　内　容

勝　山 明るいまちづくりを進め、あいさつ運動・
クリスマス会を開催します

猪野瀬
「あいさつから会話、そして参画へ」を
目標に、地区の行事に親子での参加を呼
びかけます

平泉寺 朝のあいさつ運動・餅つき大会・各種行
事でのボランティア活動を実施します

村　岡 交通安全街頭指導やあいさつ運動では、
大人から積極的にあいさつをします

野　向
エゴマの種まき・収穫やホタル鑑賞会等
から野向町の自然の良さを感じ、「野生
味」を身につけてもらいます

荒　土
児童ホール野菜クラブ等の活動で、3つ
の心「ボランティア精神・地域をきれい
に・相手を思いやる」を育みます

北　郷 わくわく合宿通学等で先人の知恵や経験
を学ぶ活動を行い、郷土愛を育みます

鹿　谷
「地域の子どもは、地域で育てる」こと
を目標として、雪まつり等のイベントで
子どもたちを生かす工夫をします

遅　羽
バンビライン植樹・健康ウォーキング等
に、子どもたちと参加し、行事をより盛
り上げる工夫をします

次世代育成委員会全体会を開催次世代育成委員会全体会を開催
　5月15日に教育会館において全体会を開催
し、各地区の次世代育成委員など、約150人が
参加されました。
　全体会では、勝山における次世代育成のこ
れまでの歩みや組織、今後の展開についての
説明のほかに、吉田高志氏（森田小学校教頭）
による講演が行われました。
　吉田氏は“家庭･学校・地域による次世代育
成”について講演し、『「自尊感情」がキーワー
ドであり、子どもたちは自分のことを好きに
なることで、さらに自分を伸ばす可能性を見
出し、大人は子どもたちに元気を与える事業
を実施することが必要である』と、参加者に
呼びかけました。

吉田氏による講演の様子
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「
年
だ
か
ら･･･

」
と
い
っ
て

あ
き
ら
め
な
い
で
！

あ
き
ら
め
な
い
で
！

「
健
康
長
寿
！
一
番
体
操
教
室
」

で
筋
力
を
改
善
！

　

昨
年
の
10
月
か
ら
今
年
の
３
月

ま
で
の
６
か
月
間
、
平
泉
寺
荘
、

猪
野
瀬
公
民
館
、
北
西
俣
集
落
セ

ン
タ
ー
の
３
か
所
で
「
健
康
長

寿
！
一
番
体
操
教
室
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、
簡
単
な
運
動
を

継
続
的
に
行
い
、
日
常
的
に
使
わ

れ
る
手
足
な
ど
の
筋
力
の
改
善
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

教
室
に
は
66
歳
か
ら
92
歳
ま
で

の
計
36
人
が
参
加
し
、
年
齢
別
で

は
半
数
以
上
が
75
歳
以
上
の
方

（
後
期
高
齢
者
）
で
、
性
別
で
は

女
性
参
加
者
が
約
８
割
と
な
り
ま

し
た
（
表
１
参
照
）。

３
か
月
で
歩
く
力
が
つ
い
た
！

　

ど
れ
く
ら
い
筋
力
が
改
善
さ
れ

た
か
を
確
か
め
る
た
め
に
、
教
室

に
参
加
す
る
前
と
後
に
体
力
測
定

を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

歩
く
速
度
や
片
足
で
立
つ
こ
と
が

で
き
る
時
間
に
改
善
が
見
ら
れ
ま

し
た
（
表
２
参
照
）。

　

ま
た
、
加
齢
に
よ
る
運
動
器
症

候
群
の
状
態（
ロ
コ
モ
）を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
『
ロ
コ
チ
ェ
ッ
ク
』
で
も
、

チ
ェ
ッ
ク
項
目
に
当
て
は
ま
る
数

が
減
っ
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
運
動
の
習
慣

が
で
き
、足
取
り
が
軽
く
な
っ
た
」

「
階
段
を
ス
ム
ー
ズ
に
上
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
あ

り
ま
し
た
。

水
芭
蕉
で
開
催
中
！

「
健
康
長
寿
！
一
番
体
操
教
室
」

　
〝
も
う
少
し
足
腰
を
強
く
し
た

い
〞
と
い
う
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
（
申
込
不
要
）。

期 　

間
▼
８
月
28
日
ま
で
の
毎
週

火
曜
日
（
８
月
14
日
は
休
み
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

と
こ
ろ
▼
水
芭
蕉

対　

象
▼
65
歳
以
上
の
市
民

※ 

地
区
や
グ
ル
ー
プ
で
も
体
操
を

し
た
い
と
い
う
方
は
、
左
記
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

問　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

「
や
す
ら
ぎ
」（
す
こ
や
か
内
）

☎
87
‐
０
９
０
０

表１　参加者の性別・年齢
性　別 人　数 年　齢 人　数

男性 7人 75歳以下 17人

女性 29人 75歳以上 19人

表２　体力測定・ロコチェックの結果
項　　目 教室前 教室後

５m最大歩行速度 5.87秒 4.37秒

片足立位保持 25.77秒 35.29秒

ロコチェック 2.52個 1.90個
※すべての項目で改善が見られました

体操教室の様子体操教室の様子

◆ロコチェック（７項目）　

①家の中でつまずいたり、滑ったりする
②階段を上るのに手すりが必要
③15分くらい続けて歩けない
④横断歩道を青信号で渡りきれない
⑤片脚立ちで靴下をはけない
⑥ ２㎏程度の買い物をして、持ち帰るの
が困難
⑦ 家のやや重い仕事（掃除機の使用、布
団の上げ下ろしなど）が困難

※ １つでも当てはまると、ロコモの可能性
があります

体操の内容や評価方法などで
アドバイスをいただきました

福井社会保険病院　
理学療法士　

山下 宏巳　氏

＜山下さんからのコメント＞
　老化は、誰にでも起こる自然の過程です。視
力の低下、体力の低下、食事のムセ、物忘れなど、
介護予防の第１歩は、気づくことから始まりま
す。
　この体操教室は、地域包括支援センターと地
域の皆さんが共同して一緒に取り組んだこと
で、良い効果に繋がりました。運動もみんなと
一緒だと楽しいですよね。ぜひ、地域の介護予
防教室に積極的に参加しましょう！

ロコモとは

ロコモティブシンドローム（運動器症候群）
の略。主に加齢による運動器の機能が低下し、
要介護や寝たきりになる危険が高い状態。
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街頭啓発街頭啓発
６月は男女共同参画月間！６月は男女共同参画月間！

　啓発チラシなどを配布して、男女
共同参画を呼びかけます。
と　き　６月下旬
ところ　市内量販店

男女共同参画パネル展男女共同参画パネル展
　パネルで分かりやすく男女共同参
画を解説します。
と　き　６月15日（金）～ 21日（木）
ところ　市立図書館、サンプラザ

講　座講　座
　男女共同参画についてみんなで考
え、理解を深めましょう。

男女共同参画ポスターコンクール男女共同参画ポスターコンクール
とと

「家族で取り組む男女参画」「家族で取り組む男女参画」
　できることから始めましょう。
対　象　市内小中学生等
日　程　７月～　　募集
　　　　12月以降　入賞作品展

勝山市男女共同参画キャッチフレーズ
「男女参画　はじめの一歩は　思いやり」

～勝山市男女共同ネットワーク活動のご紹介～

一緒に活動しませんか？一緒に活動しませんか？

男女共同ネットワークと交流しませんか？男女共同ネットワークと交流しませんか？

　意欲のある団体を募集しています（男性団体大歓迎）。
“のぞみサポーター”（個人会員）も募集中です。
●男女共同参画に興味がある
●講座やイベントを企画・運営してみたい
●いろんな団体と交流したい　　など

　私たちと交流したい団体も募集します。お互いの活動について、
情報交換をしましょう。

ふくいきらめきフェスティバルふくいきらめきフェスティバル
2012かつやま大会2012かつやま大会

　県下全域から参加者が集う男女共
同参画をテーマにしたビッグイベン
トです。ぜひご参加ください。
と　き　11月18日（日）
ところ　市民会館
内　容　 記念講演、ワークショップ、
　　　　体験講座　など

問　未来創造課（市役所２階）　☎88－1115

会　長　
　橋本勢津子（勝山地域ファミリー

サービスクラブ）

副会長　
　小池　賢史（勝山市職員組合）
　桝家　彩子（勝山市食生活改善

推進員連絡協議会）

会　計　
　辻　　貴弘（（公社）勝山青年会議所）
庶　務　
　水谷　丈男（勝山市教職員組合）
監　事
　小寺恵美子（勝山農村女性の

共同参画を進める会）

　佐久間雪子（勝山市婦人福祉協議会・
勝山市更生保護女性会）

理　事
　斎藤ちむら（勝山市赤十字奉仕団）
　斎藤美穂子（勝山市交通安全母の会）
　出口百合子（勝山市高齢者連合会）
　石畝千惠子（ふくいソフィア勝山支部）
　藤澤美年子（退職公務員連盟勝山支部）
　古川　洋子（ＪＡテラル女性部）
　安居　富惠（勝山商工会議所女性会）
　山内　禎子（勝山市消費者団体

連絡協議会）

　北川　晶子（のぞみサポーター）
　下道　惠子（のぞみサポーター）
　松井美穂子（のぞみサポーター）
　山内まり子（のぞみサポーター）

私たちが参加しています
【男女共同ネットワークメンバー紹介】（敬称略）

年間スケジュール

　勝山市男女共同ネットワークは、市内15団体と個人会員ののぞみ
サポーターで構成され、男女共同参画社会の実現に向けた活動に取
り組んでいます。
　講座、街頭啓発、男女共同参画ポスターコンクールの開催など、
年間を通じて活動を行っています。
　今年度はのぞみフェスタに代わり、「ふくいきらめきフェスティバ
ル2012　かつやま大会」を行います。皆さまのご参加をお待ちして
います。

取り組みましょう！取り組みましょう！
“男女共同参画”“男女共同参画”

ただいま
企画中！

昨年の講座の様子
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勝
山
夏
祭
り
実
行
委
員
会
と
一

緒
に
、
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
て
い

た
だ
け
る
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

対 　

象
▼
勝
山
市
民
で
構
成
す
る

５
人
以
上
の
団
体

活
動
期
間
▼
７
月
下
旬
〜８

月
中
旬

内 　

容
▼
団
体
の
代
表
者
は
、
勝

山
夏
祭
り
実
行
委
員
会
委
員
と

し
て
、
企
画
提
案
や
実
施
運
営

に
携
わ
り
、
他
の
メ
ン
バ
ー
は

「
か
ち
や
ま
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」
の

運
営
に
携
わ
り
ま
す

応 

募
方
法
▼
応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
観
光
政
策
課
ま

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
用
紙

は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
）

応
募
締
切
▼
６
月
26
日
（
火
）

 

・
問　

勝
山
夏
祭
り
実
行
委
員

会
（
観
光
政
策
課
内
）

☎
88
‐
８
１
１
７

かちやまワ
ッショイ2

012

かちやまワ
ッショイ2

012

参加チーム
募集中！！

参加チーム
募集中！！

参加締切　6月26日㈫参加締切　6月26日㈫

ルール　
　メンバー全員が、手に鳴子や拍子木な
ど音の出るものを持って踊ること
※ 音楽は自由（ただし、著作権上の手続
きは、各チームで済ませておくこと）

参加料　
　１チーム5,000円（人数制限なし）
参加予定者説明会
　と　き　６月26日（火）午後７時～
　ところ　市民会館　第２会議室
参加者説明会
　と　き　７月13日（金）午後７時30分～
　ところ　市民会館　第２会議室

グランプリにはグランプリには
　賞金７万円 ＋ 優勝ハッピ　賞金７万円 ＋ 優勝ハッピ

※特別賞を２つ新設！※特別賞を２つ新設！

と　

き
▼
６
月
30
日
（
土
）

午
前
７
時
〜
８
時
30
分

と 

こ
ろ
▼
勝
山
橋
下
流
九
頭
竜
川

左
岸
（
勝
山
駅
側
）

参 

加
機
関
▼
勝
山
市
、
勝
山
市
消

防
署
・
団
、
奥
越
土
木
事
務
所
、

勝
山
市
赤
十
字
奉
仕
団
、
福
井

県
航
空
防
災
事
務
所

※ 

当
日
の
午
前
７
時
に
防
災
行
政

無
線
の
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す

問　

消
防
署 

☎
88
‐
0
4
0
0

水道等メーターの交換
　水道等メーターは、計量法によって8年（検定
期間）ごとの交換が義務付けられています（今年
度の交換対象は平成17年度製）。
　メーターの交換は、来年3月までに市が委託し
た勝山市水道事業協同組合の担当者（市発行の身
分証明書を着用）が行いますので、ご理解とご協
力をお願いします。
<交換に際してのお願い>
① ご不在の場合でも、交換のため敷地内に入り作
業させていただきます。
② メーターボックスの中や周りに物を置かないで
ください。
③ メーターの交換は無料ですが、お客様の費用負
担が必要となる場合があります。その場合は、
事前にご連絡します。
問　上下水道課（市民会館2階）☎88-8109

平
成
24
年
度

　

勝
山
市
水
防
訓
練

勝
ち
山
夏
物
語

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
募
集

と　き　と　き　88月月1414日㈫日㈫
　　　　開会式　午後3時～　　　　開会式　午後3時～
ところ　元禄線通り、ゆめおーれ広場ところ　元禄線通り、ゆめおーれ広場
・問　勝山夏祭り実行委員会・問　勝山夏祭り実行委員会

（観光政策課内）　☎88-8117（観光政策課内）　☎88-8117

昨年の水防訓練の様子
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安全、安心、そして新鮮！安全、安心、そして新鮮！
～勝山市内の農産物等直売所をご紹介～
　直売所では、勝山産の新鮮で安全・安心な野菜や
漬物などの加工品等を提供しています。
　丹精こめて作られた旬の味覚をお楽しみください。

問　農業政策課（市役所1階）　☎88－8106

名　称 開催日 場　所 販売物

大渡ふれあい市場
4月1日～ 11月末
7:00 ～ 12:00
※9月の第4日曜日は休み

下荒井橋北詰
（平泉寺町大渡）

地場産野菜、山菜、花

平泉寺大門市
4月中旬～ 11月23日
7:00 ～ 15:00

平泉寺白山神社坂の下
地場産野菜、山菜、黒米、
加工品（かきもち、味噌、
せんべい等）、花

あぜ道研究会
6月～ 12月の毎週土曜日
7:00 ～ 9:00
※12月は第1土曜日のみ

福井新聞社勝山支局前
（旭町2）

地場産野菜、山菜、花、
果物（ぶどう、いちご、
柿等）

かたせ四季菜の会
5月中旬～ 11月末の
毎週水・日曜日
7:00 ～ 10:00

奥越地域地場産業
振興センター内

地場産野菜、山菜、花

かつやま土曜夕市
6月2日～ 11月末の
毎週土曜日
15:00 ～ 17:00

市民活動センター前
地場産野菜、山菜、加工
品（弁当、餅等）、木工品、
手芸品

鹿谷町鮎の駅

①3月中旬～ 11月下旬
　4:30 ～ 20:00
②6月下旬～ 10月上旬
　7:30 ～ 18:30

鹿谷町発坂 地場産野菜、鮎

かっちゃま太陽市の会 9:00 ～ 20:00（無休）
勝山サンプラザ
ハニー中吉内

地場産野菜、山菜、加工
品（かきもち、餅、ジャ
ム、梅干し等）、花

防
災
行
政
無
線
に
よ
る

　

緊
急
地
震
速
報
の

訓
練
を
実
施
し
ま
す

　

６
月
28
日
（
木
）
に
、
全
国
一

斉
に
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
（
全
国
瞬
時
警

報
シ
ス
テ
ム
）
を
利
用
し
た
訓
練

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
は
、国
（
消
防
庁
）

が
情
報
を
送
信
す
る
と
防
災
行
政

無
線
が
自
動
起
動
し
、
市
民
に
緊

急
情
報
を
瞬
時
に
伝
達
す
る
こ
と

が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

こ
の
訓
練
で
は
、
地
震
が
発
生

し
た
と
い
う
想
定
の
も
と
、
実
際

に
防
災
行
政
無
線
か
ら
放
送
が
流

れ
ま
す
。

　

事
前
に
訓
練
周
知
の
放
送
を
行

う
予
定
で
す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

と　

き
▼
６
月
28
日
（
木
）

午
前
10
時
15
分
ご
ろ

問　

総
務
課
（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
１
１
１
６
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5
月
20
日
に
、
み
だ
し
の
審
査
会
が

あ
り
ま
し
た
。
一
般
部
門
の
部
（
助
成
額

上
限
40
万
円
）
で
は
、
20
団
体
が
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
新
規
チ
ャ
レ
ン

ジ
部
門
（
同
10
万
円
）
で
は
、
事
務
局
か

ら
11
団
体
の
事
業
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

　

一
般
部
門
に
は
、
今
年
新
た
に
「
越
前

甲
ト
レ
イ
ル
ク
ラ
ブ
」
と
「
か
っ
ち
ゃ
ま

H
U
B
（
ハ
ブ
）」
が
申
請
し
ま
し
た
。

前
者
は
、
大
日
山
か
ら
流
れ
落
ち
る
八
反

滝
へ
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
整
備
、

後
者
は
、
勝
山
情
報
の
収
集
・
交
流
・
発

信
の
中
心
と
な
る
H
U
B
の
開
設
を
目
指

し
ま
す
。
申
請
団
体
に
は
、
よ
り
多
く
の

市
民
を
巻
き
込
ん
だ
事
業
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　

近
年
は
、
ど
ん
ど
ん
新
し
い
視
点
の
事

業
が
増
え
、「
こ
う
い
う
こ
と
が
し
た
い
」

と
明
確
な
好
奇
心
を
持
っ
て
い
る
方
が
増

え
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
向
上
し
て

い
る
こ
と
も
予
想
外
の
成
果
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

5
月
25
日
〜
27
日
に
環
境
自
治
体
会
議

の
全
国
大
会
「
か
つ
や
ま
会
議
」
が
行
わ

れ
、
2
日
目
の
第
9
分
科
会
で
は
エ
コ
協

も
事
例
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は

「
地
域
活
性
化
・
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の

取
り
組
み
か
ら
」。

　

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
を
実
行
す
る

中
心
団
体
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
エ
コ
協
か

ら
西
山
副
会
長
が
エ
コ
協
の
構
成
や
こ
の

10
年
の
展
開
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し

た
。

　

分
科
会
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、「
勝

山
の
エ
コ
協
の

助
成
額
は
、
他

の
自
治
体
で
同

じ
よ
う
な
こ
と

を
行
っ
て
い
る

も
の
に
比
べ

て
、
高
く
て
羨

ま
し
い
」
と
話

し
て
い
ま
し

た
。

　

予
算
あ
り
き

の
団
体
が
あ
る
中
で
、
そ
の
よ
う
な
お
話

を
聞
く
と
、「
自
分
た
ち
で
行
う
審
査
を

も
っ
と
厳
し
く
し
な
い
と
い
け
な
い
の

か
」
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
継
続
し
て

い
く
た
め
の
情
熱
を
持
つ
た
め
に
、
本
当

は
自
分
た
ち
で
気
づ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
こ
ろ
で
す
。

広
報
委
員
長　

小
玉　

理
恵

問　

未
来
創
造
課
（
市
役
所
2
階
）

 

（
☎
88
‐
1
1
1
5
）

かたせ四季菜の会 勝山菊友会

　かたせ四季菜の会は、平成19年から奥越地域地場
産業振興センターで朝市を開催しています。「安全
でおいしいものを提供する」をモットーに、朝一番
のとれたて野菜を出品しています。特産のさといも
や、しょうが、山菜など旬のものも人気です。
開店時間　毎週水・日曜日　午前7時～ 10時
　　　　　奥越地域地場産業振興センター 1階にて
期　　間　おおむね11月末まで
代　　表　中村喜久雄さん　☎87－1285

　市内の菊愛好家の皆さんでつくる勝山菊友会は、
30年以上前から活動している団体です。
　菊作りは春の苗作りから始まり、水、肥料、害虫
予防など、とても繊細な管理が必要です。
　会では月に1回学習会を開いて、菊作りのノウハ
ウを実践的に学んでいます。会員の皆さんは、秋の
品評会出品を目標にしています。興味のある方は下
記までご連絡ください。
　代　表　多田誠治さん　☎89－2855

採れたて野菜をどうぞ！ 楽しく菊づくりを！

「地場産センターへ来てねー」「地場産センターへ来てねー」 学習会の様子学習会の様子

勝JOY勝JOY
レポートレポート

平
成
24
年
度

　

わ
が
ま
ち
げ
ん
き

「
魅
力
醸
成
」
事
業
審
査
会

環
境
自
治
体
会
議
か
つ
や
ま
会
議

　
　

第
9
分
科
会
に
参
加
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　医療保険分、後期高齢者支援金分、介護保
険分としてそれぞれ計算したものを、世帯で
合算した金額が国民健康保険税額です。
　今年の４月から、国民健康保険税の税率を
下記のとおり改定しました。
　７月中旬に納付書を郵送しますので、納付
期限内に納めてください。
　なお、世帯主とその世帯の被保険者の所得

が一定額以下の場合、均等割額と平等割
額が軽減されています（７割・５割・２割軽
減）。
　詳しくは下記までお問い合わせください。

問　税務課（市役所1階）　☎88-8101
　　市民課（市役所1階）　☎88-8102

納付が困難な時はご相談を
　保険料を未納のままにしておくと、障害基
礎年金や老齢基礎年金を受け取れない場合が
あります。
　所得が少ないなど、保険料の納付が困難な
場合は、申請により保険料の納付が免除され
る制度がありますので、ご相談ください。

一般免除申請の種類
①免除（全額免除・一部免除）
　本人、世帯主、配偶者の前年の所得が一
定額以下の場合に、保険料の納付が全額免
除または一部免除になります。
②若年者納付猶予
　30歳未満の方で、本人、配偶者の前年の
所得が一定額以下の場合に、保険料の納付
が猶予されます（最大10年間）。

一般免除の申請期間
◆平成23年度分
　（平成23年7月～平成24年6月）
　申請締切▶7月31日（火）
◆平成24年度分
　（平成24年7月～平成25年6月）
　申請開始▶7月2日（月）

申請場所
　市民課または福井年金事務所

申請に必要な物
　印鑑、年金手帳
　※ 離職票または雇用保険受給資格者証（失
業した方）

問　市民課（市役所1階）☎88-8102
　　福井年金事務所　☎0776-23-4518

医療保険分 後期高齢者支援金分 介護保険分
（40～64歳の被保険者のみ）

所得割額 課税標準額※①×5.7% 課税標準額※①×1.7% 課税標準額※①×1.3%

資産割額 課税標準額※②×23.0% 課税標準額※②×5.8% 課税標準額※②×5.0%

均等割額 被保険者1人当たり26,000円 被保険者1人当たり7,500円 被保険者1人当たり8,000円

平等割額 1世帯当たり23,500円 1世帯当たり6,000円 1世帯当たり6,000円

限 度 額 51万円 14万円 12万円

　※①　平成23年中の総所得等－33万円
　※②　平成24年度固定資産税額（都市計画税を除く）

忘れずに納めましょう！国民健康保険税忘れずに納めましょう！国民健康保険税

国民年金保険料の一般免除申請について国民年金保険料の一般免除申請について

国
保

年
金
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火
伏
せ
の
神
を
祀ま
つ

る

　

勝
山
と
鹿
谷
町
矢
戸
口
の

常じ
ょ
う
や
と
う

夜
燈

（140）

　

勝
山
の
常
夜
燈
は
、
も
と
も
と
本
町
通

り
の
勝
山
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
前
辺
り
に

立
て
ら
れ
て
い
た
が
、
昭
和
二
、
三
年
頃

に
交
通
の
障
害
と
な
り
、
近
く
の
毘
沙
門

堂
（
建
雷
神
社
）
境
内
に
移
さ
れ
た
。

　

こ
の
常
夜
燈
の
竿さ
お

部
分
に
は
「
常
夜

燈
」、
そ
の
上
の
火ひ
ぶ
く
ろ袋
に
は
「
秋あ
き
ば
さ
ん

葉
山
」

と
浮
き
彫
り
さ
れ
て
い
る
。
秋
葉
山
は
現

在
、
秋
葉
山
本
宮
秋
葉
神
社
（
浜
松
市
天

竜
区
春
野
町
領
家
）
と
な
っ
て
い
る
が
、

江
戸
時
代
に
は
秋
葉
山
山
頂
付
近
（
海
抜

八
六
六
メ
ー
ト
ル
）
に
「
秋
葉
大
権
現
」

と
「
秋
葉
寺
」（
曹
洞
宗
）
の
二
つ
が
あ
り
、

あ
わ
せ
て「
秋
葉
山
」と
呼
ば
れ
た
。
鎮
火
・

防
火
を
司
る
火ひ

ぶ伏
せ
（
火
防
せ
）
の
神
を

祀
り
、
そ
の
霊
験
が
あ
ら
た
か
で
あ
る
と

し
て
、
秋
葉
山
は
各
地
よ
り
信
者
を
集
め

た
。

　

勝
山
の
常
夜
燈
は
、
こ
の
秋
葉
山
を
勧

請
し
た
も
の
で
、
毎
日
火
が
灯
さ
れ
た
。

長
淵
の
見
性
院
の
住
職
が
施
主
と
な
り
、

二
十
八
人
の
町
人
が
寄
進
し
た
青
銅
製
の

燈
籠
で
あ
る
。
こ
の
金か
な
ど
う
ろ
う

燈
籠
は
、
万
延
元

年
（
一
八
六
〇
）
富
山
県
の
高
岡
鋳い

も

じ
物
師

が
鋳
造
し
た
。

　

一
方
、
矢
戸
口
の
常
夜
燈
は
、
明
治
十

三
年
（
一
八
八
〇
）
四
月
に
建
立
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
笏し
ゃ
く
だ
に
い
し

谷
石
で
つ
く
ら
れ
、
正

面
に
は
「
常
夜
燈
」、
右
側
面
に
は
「
明

治
十
三
年
四
月
」
と
彫
ら
れ
て
い
る
。

　

明
治
十
三
年
四
月
十
日
に
矢
戸
口
で
大

火
が
あ
り
、
五
十
六
戸
、
土
蔵
十
八
ヶ
所

が
焼
失
し
た
。
当
時
の
見
舞
い
記
録
に
は
、

杉
木
、
草
が
ら
、
萱
、
一
升
鍋
な
ど
が
記

載
さ
れ
て
い
る
。
雨
つ
ゆ
を
し
の
ぐ〝
掘
っ

立
て
小
屋
〞
を
建
て
る
用
材
が
火
事
見
舞

い
と
さ
れ
、
一
升
鍋
は
毎
日
の
食
事
の
煮

炊
き
に
必
要
で
あ
っ
た
。
常
夜
燈
の
記
録

は
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
お
そ
ら
く
秋
葉

山
の
火
伏
せ
神
を
〝
火か
な
ん難
除よ

け
〞
と
し
て

勧
請
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

参
考　

歴
史
の
散
歩
道（
63
）「
常
夜
燈
」

「怪物は
ささやく」

「親子で遊ぶ
　おもしろ

科学手品」

「カンブリア宮殿
村上龍×経済人
人が活きる会社」

パトリック・ネス／著
あすなろ書房

稲村　八大／著
ハローケイエンターテインメント

村上　龍／著
日本経済新聞出版社

ある夜、怪物が少年とその母親の住む家に
現れた。それはイチイの木の姿をしていた。
怪物が３つの物語を語り終えたら、少年が
４つめの物語を話さなくてはならないという
…。嘘と真実、そして喪失と浄化の物語。

家にある日常品や道具をつかって、キッ
チンやお風呂で手軽にできる科学手品
を取り上げ、用意するもの、手品の進
め方などを紹介します。遊んでいるう
ちに理系脳になる科学ゲームも掲載。

日本経済を変えた経営者たちの魅力を、村
上龍ならではの視点で引き出すトーク番組
を書籍化。葬儀ベンチャーのティア社長・
冨安徳久、大和ハウス工業会長・樋口武男
ら、企業・会社等のトップ２０人を紹介する。

一般図書 中高生図書 こども図書

勝山市立図書館　☎88－6000
ホームページ　http://tosyokan.city.katsuyama.fukui.jp/

おすすめ図書おすすめ図書

勝山の常夜燈
（金燈籠）

鹿谷町矢戸口の
常夜燈

これらの資料をご存知ですか
◆大活字本　300タイトル以上
　内容はそのままで、文字を大きくして読みや
すくした本です。文字が小さいために、読書の
楽しみから遠ざかってしまった方も、ぜひご利
用ください。

◆DVD　430枚　　ビデオ　1550本
　洋画・邦画・アニメをはじめ、料理や健康・介護
など、実用的なシリーズも貸し出しています。
　また、館内に設置する視聴ブースもご利用い
ただき、大画面で迫力ある映像をお楽しみくだ
さい。

５
月
号
（
１
３
９
）
の
訂
正

　

誤
）
三
千
坊

　

正
）
三
千
院
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県
ふ
る
さ
と
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

平
泉
寺
の
魅
力
を
全
国
に
発
信

■
5
月
31
日　

平
泉
寺
生
活
総
合
セ
ン
タ
ー

身
近
な
川
を
き
れ
い
に

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
九
頭
竜
川
開
催

■
５
月
20
日　

九
頭
竜
川
流
域

地
機
の
実
演
も
あ
る
よ

発
見
！「
わ
が
家
の
は
た
織
り
さ
ん
」展
開
催
中

■
５
月
20
日
〜
７
月
１
日　

ゆ
め
お
ー
れ

勝
山
市
内
で
ロ
ケ

大
和
田
伸
也
さ
ん
初
監
督
映
画
撮
影

■
５
月
24
日　

本
町
通
り

赤
と
ん
ぼ
と
共
に
生
き
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

市
民
調
査
員
へ
説
明
会
を
開
催

■
6
月
2
日　

す
こ
や
か

ア
メ
リ
カ
風
Ｂ
Ｂ
Ｑ
と
ゲ
ー
ム
大
会

国
際
交
流
サ
ロ
ン
開
催

■
6
月
３
日　

か
つ
や
ま
恐
竜
の
森

　国史跡「白山平泉寺旧境内」の魅力を
全国に発信するプロジェクトの第1回委
員会が開かれ、住民やまちづくりに携わ
る若者、学生ら30人が出席して意見交換
を行いました。9月末までに実施計画を
まとめる予定です。

　（公社）勝山青年会議所主催による「ク
リーンアップ九頭竜川2012」が九頭竜川
沿いの8会場で開催され、過去最多の
1,050人が参加しました。
　集められたゴミの量は、昨年より150
㎏少ない3,100㎏でした。

　かつて勝山でも使われていた手織機
「地

じ

機
ばた

」。この本体と、これで織られた反物
や着物などを展示しています。期間中の日
曜日の午後には、最近まで地機を使用して
いた西山さんによる実演も行われていま
す。ぜひ一度お立ち寄りください。

　俳優の大和田伸也さんの初監督映画「恐
竜を掘ろう」の撮影が、本町通りで行わ
れました。
　５月29日には、かつやま恐竜の森の恐
竜発掘体験コーナーで、村岡小学校の児
童をエキストラとして撮影がありました。

　全国的に減少している赤とんぼが、い
まだに多く生息する環境を守るため昨年
発足したプロジェクトで、生態調査に一
般市民も参加していただこうと調査方法
等の市民説明会が開かれました。現在、
個人・団体合わせて約100人が応募され
ています。

　かつやま恐竜の森のティラノサウルス
広場で国際交流サロンが開かれ、県内在
住のALTと市民合わせて60人が参加し
ました。参加者はアメリカ風バーベ
キューとゲーム大会を行い、終始なごや
かな雰囲気で交流を楽しみました。


